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なぜ今、熱中症予防が必要なのか？

• 今年も厳しい暑さが予想される中、熱中症による健康被害の拡大と医
療現場の負担増加が懸念されています。

• 特に、高齢者や持病のある方は重症化しやすく、早期の予防が重要で
す。

そこで県民の皆さまに、

    ➤ 熱中症予防の正しい知識と実践方法
➤ 家庭や地域でできる予防行動の推進

について呼びかけることを目的としています。

１．目 的



（総務省消防庁 令和７年（５月から９月）の熱中症による救急搬送状況より） ４

①総数（平成20年～令和７年）

２．全国の熱中症による救急搬送状況①



（総務省消防庁 令和７年（５月から９月）の熱中症による救急搬送状況より）

５

②年齢区分別の救急搬送人員（令和３年～令和７年）

２．全国の熱中症による救急搬送状況②



（総務省消防庁 令和７年（５月から９月）の熱中症による救急搬送状況より）

６

③医療機関での初診時における傷病程度別の救急搬送人員（令和３年～令和７年）

２．全国の熱中症による救急搬送状況③



（総務省消防庁 令和７年（５月から９月）の熱中症による救急搬送状況より）

７

④発生場所別の救急搬送人員（令和３年～令和７年）

２．全国の熱中症による救急搬送状況④



（総務省消防庁 令和７年（５月から９月）の熱中症による救急搬送状況より） ８

⑤各週の比較（令和７年５月１日～９月30日）

２．全国の熱中症による救急搬送状況⑤
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（総務省消防庁 熱中症による救急搬送人員（５月４日～５月10日速報値）より）
９

⑥週別推移（令和８年速報値）

※速報値のため、後日修正されることもあります。

２．全国の熱中症による救急搬送状況⑥



（熱中症発生数（救急搬送） -環境GIS -環境展望台：国立環境研究所より）
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①熱中症発生数 経年変化（平成20年（2008年）～令和７年（2025年））

３．福岡県の熱中症による救急搬送状況①

平成20年 平成21年 平成22年  平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年  令和４年  令和５年  令和６年   令和７年
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３．福岡県の熱中症による救急搬送状況②
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①一番の予防策は、気温・湿度の高い所に長く居

ないこと

②猛暑日（ 気温35 度以上）には外での運動や作

業を控えること

③こまめに水分を取ること

④室内でも高温環境に注意すること

扇風機やエアコンで温度をこまめに調節してください

４．熱中症予防①
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４．熱中症予防②

（一般財団法人日本気象協会より）
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４．熱中症予防③

（一般財団法人日本気象協会より）
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４．熱中症予防④

（熱中症予防リーフレット）
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４．熱中症予防⑤

（熱中症予防リーフレット）
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４．熱中症予防⑥

（高齢者のための熱中症対策リーフレット）
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４．熱中症予防⑦

（職場における熱中症対策リーフレット）
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①環境省「熱中症予防情報サイト」
https://www.wbgt.env.go.jp/

②環境省「熱中症予防情報サイト 普及啓発資料」
https://www.wbgt.env.go.jp/heatillness_pr.php

③福岡県「熱中症に気をつけましょう！」
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/netu.html

参考ＵＲＬ

４．熱中症予防⑧

https://www.wbgt.env.go.jp/
https://www.wbgt.env.go.jp/heatillness_pr.php
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/netu.html


20

• 熱中症は、予防が非常に重要とされています。

• 高齢者や持病のある方は特に注意が必要です。

５．まとめ

予防行動の徹底が、

あなたの健康といのちを守ります。
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• 質の高い医療を効率的に提供できるように、医療機関はその機能に応じた

役割分担がされています。

• 例えば、軽症の病気やけがの場合には身近な医療機関（診療所等）にご相

談いただくことが重要ですが、「大きな医療機関の方が安心だから」といっ

た理由で、軽症の患者さんが大きな医療機関（病院等）に集中すると、そこ

で勤務する医師や医療機関で働くスタッフの負担を増やすことにもつながり

ます。

• まずは、健康のことを何でも相談でき、身近で頼りになる医師を持つように

しましょう。

６．参考情報①

何でも相談できる「かかりつけ医」をもちましょう。

（厚生労働省HP「「医師の働き方改革」を考える」より）
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県民の皆さんからの急な病気やケガに関する相談に対し、看護師
が、医療機関受診の緊急度などについてアドバイスを行います。

【受付時間】 24時間365日（年中無休）

救急医療電話相談（♯７１１９）

【電話番号】 ♯７１１９（短縮ダイヤル） 又は ０９２－４７１－００９９

６．参考情報②

「今すぐ救急車を呼ぶか」、

「今すぐ医療機関に行った方が良いか」迷ったときは、

救急医療電話相談（♯７１１９）をご活用ください。
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小児救急医療電話相談（＃８０００）

子どもの急な病気（発熱、下痢、嘔吐、けいれん等）やケガに関する相談につい
て、小児医療の経験を持つ看護師がアドバイスする休日夜間の電話相談です。

【受付時間】 24時間365日（年中無休）

【電話番号】 ♯８０００（短縮ダイヤル） 又は ０９２-７３１-４１１９

小児救急医療ガイドブック

子どもの発熱や嘔吐など、主な症状別の対処方法、家庭での対応、よくある質問
などをまとめたガイドブックです。

小児救急医療ガイドブックQRコード

６．参考情報③

休日・夜間のこどもの急な病気やけがは、

小児救急医療電話相談（＃８０００）をご活用ください。
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